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子どもの事故防止１
子どもの発達段階に応じて起きやすい事故の特徴・種類について把握することで、入所児童に事故がない
よう職員が自律的に子どもに声掛け等ができるようになること及び事故発生時の各種応急手当を適切に
行えるようになることを目的とします。

厚生労働省 令和4年度子ども・子育て支援推進調査研究事業
一時保護所職員に対して効果的な研修を行うための調査研究
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発達段階に応じた子どもの安全に係る留意事項
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幼児期の心身と安全

（参考）渡邉 正樹：学校安全と危機管理 三訂版.大修館書店.2020,pp35-38

心身と行動の特徴

Point！ • 幼児期には視機能、聴覚機能が発達するが、身長が低い、危険の経験が少ないことから、子ども自身による
危険の発見が遅れてしまいがちのため、大人の視点だけでは危険を見落としがちなことに注意が必要です。

• 幼児期初期には「これは危ないから近づかない」という指示でよいが、発達に伴い「なぜ危ないのか」を説明する
ようにすることが必要です。

幼児期の子どもへの安全教育の留意点

• 危険察知に重要な視機能・聴覚機能が発達する。
• 供応動作（目で対象を捉えることと体の動きが順応する

動き）が発達し、危険物を察知して、危険からの被害を
回避する動きをとることができるようになる

• 原因と結果の関係を理解することができるようになり、「ス
トーブを触ると火傷する」という危険を具体的に理解する
ようになる

• 遊具の安全な使い方、危険な場所での安全行動、安全についての
きまりの遵守など、生活安全や交通安全の課題ごとに、具体的な場
面で、具体的に何をすべきかを教育する

• 危険を発見したり、他者の事故やケガに遭遇した場合には、周囲の
大人へ即座に通報することができるように教育することも重要

• 周囲の大人が安全な行動をとる模範となる

• 幼児期初期は図や映像などを活用した視覚的教材が有効。なお、
幼児期後期では言語による児童も効果が出るようになる。

安全に
関しての
正の特徴

• 危険の経験が少ないため、初めて出会う危険について察
知できない

• 自己とは異なる他者の視点が不十分であるため、自分の
視点からしか危険を捉えることができない。

• 身長が低いことから大人と物理的な視点・視野が異なる
ため、危険の発見が遅れがち

• 適切な回避行動についての経験・知識が少ない

安全に
関しての
負の特徴
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小学生の心身と安全

（参考）渡邉 正樹：学校安全と危機管理 三訂版.大修館書店.2020,pp38-39

心身と行動の特徴

Point！
• 運動能力の発達が進み、安全に行動するための身体面の基礎が築かれますが、同時に行動範囲も広がり危

険に遭遇する可能性も高くなることから、自分自身で安全な行動を選択できるようになることが重要です。

小学生への安全教育の留意点

• 運動能力の発達が進み、安全に行動するための身体面
の基礎が築かれる

• 小学校低学年では、幼児期に比べて衝動的な行動は減
少する

• 学年が進むにつれて、自分の行動とその結果の関係を理
解して適切な行動をとることができるようになる

• 規範意識が高まるため、安全教育の効果を上げやすい

• 行動の原因と結果に係る因果関係の理解が容易になることから、子
どもたちの経験を共有して身近な危険に気づき、危険や災害に関す
る知識を増やしていくことが効果的

• 大人が安全行動のモデルとなり、規則を遵守するなどして範を示す

• 子ども自身以外の人の安全、特に家族や年少者、高齢者の安全を
慮れるようになることを目指した指導を行うことも必要

安全に
関しての
正の特徴

• 行動範囲が大きく広がり、大人の目の届かないところで危
険に遭遇する可能性も高くなる

• 高学年になると、中には心の問題を抱える子どもも現れ、
精神的な不安定さから対人暴力や器物損壊を引き起こ
し、場合によっては大きな事故・災害につながる危険性も
ある

• 生活習慣の規則性が高学年に向かうにつれ乱れるように
なり、例えば寝不足などで日常生活の注意が散漫になる
といったことが起こり得る

安全に
関しての
負の特徴
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中学生の心身と安全

（参考）渡邉 正樹：学校安全と危機管理 三訂版.大修館書店.2020,pp40-41

心身と行動の特徴

Point！ • 社会規範の少々の逸脱を許容する傾向が高まり、仲間集団への帰属感を高めるために試し行動的に危険行
動を行う傾向が見られるようになります。

• 安全に行動する根拠をしっかり示すこと、加害者になり得ることの危険性について教育することが重要です。

中学生への安全教育の留意点

• ー

• この時期の危険行動は探索行動すなわち「試してみる行動」に留ま
り、そのまま大きく逸脱し継続的な危険行動に至るのは一部であると
考えられるが、自分や他者を傷つけ、時に死に至らしめる可能性があ
る行動である場合は、自他の生命の尊重が大切であることと無謀な
行動が引き起こす結果を正しく伝え、安全に行動することの根拠を
示すことが求められる。

• 事件・事故の被害者になるだけでなく、加害者になり得る危険性に
ついても学ぶ必要がある。

安全に
関しての
正の特徴

• 小学校・高校に比べていじめや暴力行為の発生件数が
高く、問題行動を含む危険行動の可能性が高まる

• 社会ルールに反する行為に対して許容する傾向が強まる
• 仲間外れをおそれ、仲間の前であえて危険なことを冒すこ

とによって仲間からの注目を集めたり、仲間集団への帰属
感を高めようとしたりする傾向が見られるようになる

安全に
関しての
負の特徴
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高校生の心身と安全

（参考）渡邉 正樹：学校安全と危機管理 三訂版.大修館書店.2020,pp38-39

心身と行動の特徴

Point！ • 精神的に落ち着きが見られる時期ではあるが、日常生活の活動範囲がさらに広くなり、事件・事故に巻き込ま
れる機会は増える

• また、日常経験の不足や自身の能力への過信から事件・事故を引き起こす可能性もある。

高校生への安全教育の留意点

• 身体発育が安定し、中学生時から比べて精神的にも落
ち着きが見られる

• 中学までの安全教育を発展させながら、社会の安全確保についての
視点、責任の自覚に至るように導く

安全に
関しての
正の特徴

• 日常生活の活動範囲がさらに広くなり、事件・事故に巻
き込まれる機会も増えてくる

• 多様なスポーツを行うようになり、それが原因となって傷
害・障害を引き起こすことも少なくない

• 日常経験の不足や自分の能力への過信が事件・事故の
引き金となる可能性がある

安全に
関しての
負の特徴
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幼児期ごろまでの発達段階で起こりやすい事故

（参考）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』

発達の目安

主
な
起
こ
り
や
す
い
事
故

窒
息
・
誤
飲
事
故

水
回
り
の
事
故

や
け
ど
事
故

誕生 ３か月 4か月 5か月 6か月 7か月 8か月 10か月9か月 11か月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳
首がすわる
足をばたばたさせる

離乳食を始める
寝返りをうつ

一人座り ハイハイをする
指で物をつかむ

つかまり立ち 一人歩き
走る その場でジャンプ

階段上り下り

高いところへ登れる

＜就寝時の窒息事故＞
• うつぶせで寝て、顔が柔らかい寝具に埋もれる
• 掛布団、ベッド上の衣類、ぬいぐるみなどで窒息

• ベッドと壁の隙間などに挟まれる
• 家族の身体の一部で圧迫される
• ミルクの吐き戻しによる窒息

• 食事中に食べ物で窒息 • おもちゃなどの小さなもので窒息

• ボタン電池、吸水ボール、磁石などの誤飲

• 医薬品、洗剤、化粧品などの誤飲 • たばこ、お酒などの誤飲 • 包装フィルム・シールなどの誤飲

• ブラインドやカーテンのひもなどによる窒息

• 入浴時に溺れる
• 浴槽へ転落し溺れる

• 洗濯機、バケツ、洗面器などによる事故

• ビニールプールやプールなどでの事故

• 海や川での事故・ため池、用水路、排水溝での事故

• お茶、みそ汁、カップ麺などでのやけど • 電気ケトル、ポット、炊飯器でのやけど • 調理器具やアイロンでのやけど

• 暖房器具や加湿器でのやけど
• ライター、花火によるやけど
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幼児期ごろまでの発達段階で起こりやすい事故

（参考）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』

発達の目安

転
落
・
転
倒
事
故

車
・
自
動
車

関
連
の
事
故

挟
む
・
切
る
・

そ
の
他
の
事
故

誕生 ３か月 4か月 5か月 6か月 7か月 8か月 10か月9か月 11か月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳
首がすわる
足をばたばたさせる

離乳食を始める
寝返りをうつ

一人座り ハイハイをする
指で物をつかむ

つかまり立ち 一人歩き
走る その場でジャンプ

階段上り下り

高いところへ登れる

• 大人用ベッドやソファからの転落 • ベビーベッドやおむつ替えの台からの転落
• 抱っこひも使用時からの転落
• ベビーカーからの転落

• 椅子やテーブルからの転落
• 階段からの転落、段差での転倒

• ベランダからの転落 ・窓や出窓からの転落
• 遊具からの転落
• ペダル無し二輪遊具等での転倒

• チャイルドシート未使用による事故
• 車内での熱中症

• 車のドアやパワーウィンドウに挟まれる事故
• 子ども乗せ自転車での転倒
• 自転車に乗せた子どもの足が後輪に巻き込まれる、スポーク外傷

• 道路上などでの事故

• エスカレーター、エレベーターでの事故
• テーブルなどの家具で打撲

• はさみやおもちゃでのけが
• 小さなものを鼻や耳にいれる

• キッチン付近で包丁、ナイフでのけが
• ドアや窓で手や指を挟む
• タンスなどの家具を倒して下敷きになる

• ドラム式洗濯機での事故
• 歯磨き中に歯ブラシでの喉付きなどの事故
• 機械式立体駐車場での挟まれ事故
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窒息・誤飲事故

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』
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水まわりの事故/やけど事故

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』
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転落・転倒事故

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』
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挟む・切る・その他の事故

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』
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自動車・自転車関連の事故

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.

各種応急手当の方法
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• 発生した事態や状況の把握
• 傷病者の状態の確認(意識,心拍,呼吸,出血等)
• 心肺蘇生等の応急手当の実施
• 協力要請や指示
• 迷うくらいなら直ちに110番、119番

事故発生時の初動対応

（参考）文部科学省：学校事故対応に関する指針を参考に作成

事故発生時の対応例

Point！ • 入所児童に事故が発生した場合、医師や救急隊員に引き渡すまでの間に適切な手当てを行う必要があります。
• 被害児童の状況に応じて速やかな応急手当を行うことで、傷病の悪化を防ぐとともに、肉体的苦痛や精神的不

安を和らげます。
• 必要だと少しでも思ったら、迷ったら夜勤時だとしても躊躇せずに110番、119番を！

事故発生

発見者

近くの職員又は子ども

児童相談所長等 職員児相の医師・
看護師

警察や救急車の
出動要請

医療機関

処置

保護者

※重大な事件・事故災害の場合設置

通報

搬送付添

指示

報告

指示

報告

急
行

救
急
補
助

連
絡

状況報告

（必要な場合）急行

事
件
・
事
故
災
害
対
策
本
部

関係者からの聴き取り

被害者家族への連絡対応

保護者への対応

報道機関への対応

安全対策の実施

事務総括

情報の収集・整理

業務再開準備

入所児童への指導等

救護活動

<方針>
1. 子どもの安全確保、生命維持最優先
2. 冷静で的確な判断と指示
3. 適切な対処と迅速正確な連絡、通報



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.17

心停止の救命措置

（出所）独立行政法人日本スポーツ振興センター：スポーツ事故対応ハンドブック pp2-3
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頭頸部外傷への対応

（出所）独立行政法人日本スポーツ振興センター：スポーツ事故対応ハンドブック pp4-5
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熱中症への対応

（出所）独立行政法人日本スポーツ振興センター：スポーツ事故対応ハンドブック pp5-6
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食物アレルギーへの対応

（出所）東京都：食物アレルギー緊急時対応マニュアル(2022年1月版）
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歯・口の外傷への対応

（出所）独立行政法人日本スポーツ振興センター：スポーツ事故対応ハンドブック pp10-11



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.22

目の外傷への対応

（出所）独立行政法人日本スポーツ振興センター：スポーツ事故対応ハンドブック pp12-13



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.23

異物を飲み込んだときの対応

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』 pp15-16
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打撲・ねんざの対応（RICE処置）

（出所）公益社団法人日本整形外科学会『スポーツ外傷の応急処置』
（https://www.joa.or.jp/public/sick/condition/athletic_injury.html#:~:text=%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%82%87%E3%81%86%E3%80%82-

,RICE%E5%87%A6%E7%BD%AE,(Elevation)%E3%81%8C%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82）2023.02.13閲覧

• 損傷部位の腫脹（はれ）や血
管・神経の損傷を防ぐことが目的
です。

• 副子やテーピングにて、損傷部位
を固定します。

• 二次性の低酸素障害に
よる細胞壊死と腫脹を抑
えることが目的です。

• ビニール袋やアイスバッグに
氷を入れて、患部を冷却
します。

• 15～20分冷却したら
（患部の感覚が無くなっ
たら）はずし、また痛みが
出てきたら冷やします。

• これを繰り返します（1～
3日）

• 患部の内出血や腫脹を防
ぐことが目的です。

• スポンジやテーピングパッド
を腫脹が予想される部位
にあて、テーピングや弾性
包帯で軽く圧迫気味に固
定します。



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.25

出血・火傷の対応

（出所）消費者庁『子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック』 p15

擦り傷・刺し傷・切り傷

鼻血

火傷

• いずれの傷も軽度であれば流水で洗い流し、消毒し、傷
口にガーゼなどを当て押さえて止血します。

• 傷が深い、出血が止まらない、傷口に砂や土、異物が付
着していたりすると感染症や破傷風を発症することもある
ため、医療機関を受診します。

• 出血を伴う傷はゴム手袋を使用するか、ビニール袋を活
用するなどし、直接血液に触れないようにします。

• 興奮すると血圧が上がり、出血が止まらなくなるため、子
どもを落ち着かせます。

• 深呼吸をさせ、座った姿勢を取らせます。
• 親指と人差し指で小鼻を5～10分つまんで押さえます。

このとき顔は上を向かず、やや下向きにします。
• 多量の出血や止血だできない場合は動脈からの出血も

考えられるため医療機関を受診します。

（参考）渡邉 正樹：学校安全と危機管理 三訂版.大修館書店.2020,pp213-214
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救急要請のポイント

（出所）東京都：食物アレルギー緊急時対応マニュアル(2022年1月版）

（参考）状況の共有のコツ

Situation(状況)

Background(背景)

Assessment(評価)

Recommendation
(提案)

どういう状況か、何が生じたのか

そういう状況の生じる背景として思
い当たることは何か

どのような理由でそのような状況
が生じたと思うか

相手に期待すること・してもらいた
いことは何か

• 要領よく、わかりやすく状況を共有し、伝達するコツとして、
チーム医療の現場などで使われている「SBAR」が参考にな
ります。

• 状況（S)、背景（B)、評価（A)、提案（R)の4項目を
伝えることを意識し、最低限でもSとRをセットにして伝えるこ
とを意識すると良いでしょう。
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